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令和２年度かいづ夢づくり協働事業採択事業の事業評価の報告について

　 みだしの件につきまして、かいづ夢づくり協働事業実施要項第１５条の規定により採択事業の事業

令和３年３月２６日　

　　海津市長

　　　　松 永 清 彦　様

かいづ夢づくり協働事業審査委員会　　　　

委員長　杉野　史和　　　

評価をしましたので、下記のとおり報告します。

記

団体名

石津地区社会福祉協議会

西濃倶楽部

事業名

高齢者送迎サービス事業

石津御嶽登山競走



かいづ夢づくり協働事業　事業評価書 ①

75% 6人 25% 2人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

62.5% 5人 37.5% 3人 0% 0人

62.5% 5人 37.5% 3人 0% 0人

75% 6人 25% 2人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

37.5% 3人 62.5% 5人 0% 0人

その他意見（今後事業が発展していくための助言等）

意見・感想

○先駆者として頑張っていただきたい。
○市所有の車両について、夢づくり協働事業の支出になっていることが問題ではないか。事業の必要
性は理解でき、団体の方々の取り組み自体も理解できるため、予算の使われ方については社協全体で
工夫が必要。
○高齢者が増える中、高齢者が安全、安心な生活を送るために、適切でニーズに応じた取り組みであ
る。（独居老人も増えている。）
○概ね事業目的が達成できている。
○高齢化に伴う利用ニーズに応えるボランティアの確保が必要であり、更なる地域全体としての取り
組みが必要である。
○事業終了後を見据えた事業展開（財源）の検討が必要。

意見・感想

○海津市全体に拡がる活動である。
○医師会との協働も検討してはどうか。
○利用者の増加もあり、車が１台から2台に増え取り組まれている。団体の活動を、市がどのように
受け止め、モデル地区として取り組んでいる石津地区の事業を市内全域に広めるために、どのような
活動をしているのか。
○事業に対する市の関与が不明瞭であり、行政としてどう関わるか方向性を示す必要がある。
○医療関係が80%であれば病院が配車サービスをするべきではないのか？

適正 工夫が必要 改善すべき

事業に対する予算の使われ方は適正だったか？

協働にあたり、団体と市相互の特性を生かすことができていたか？

市と協働することで単独で行うよりも効果があったか？

他地域、他団体への拡がりやつながりが認められるか？

事業に対する評価

事業名 石津地区社会福祉協議会

実施団体名 高齢者送迎サービス事業

改善すべき適正 工夫が必要

公共的課題の解決や地域の活性化等、事業目的が達成できていたか？

事業の実施方法やスケジュールは適正だったか？

事業の発展性・継続性が認められるか？

○送迎サービスは、自動車を運転し、人を目的地に運ぶというサービス。ボランティアの年齢構成
は、退職後の方々が多いと思う。安全運転に十分配慮されていると思うが、今後ボランティアの更な
る高齢化が見込まれ心配である。（せっかく、他人のためになることを行ってもらっているが、事故
等が発生すると残念に思う。）ボランティアの健康診断書等、しっかり行い取り組んでもらえると良
い。
○自主財源の確保に取り組んで行く必要あり。（賛助会員等）

協働に対する評価



かいづ夢づくり協働事業　事業評価書 ②

100% 8人 0% 0人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

87.5% 7人 12.5% 1人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

100% 8人 0% 0人 0% 0人

その他意見（今後事業が発展していくための助言等）

他地域、他団体への拡がりやつながりが認められるか？

意見・感想

○良好であり、更なる発展を期待したい。
○市外、県外、多くの方面に発信していくと良い。
○山林保全活動等への広がりも、今後期待したい。
○役割分担も明確であったが、当日の「夢づくり協働事業」である説明があれば、もっと良かった。

○継続していただきたい。
○コロナ禍の中でも、適した事業になっていると思うので、是非、海津市民に根づく事業に育ててい
ただきたい。
○コロナ禍の中、工夫しながら大会を開催し、参加者も前年以上集まった点は敬意を表したい。PR
等、色々な方法で啓発され、参加者増につながったと思う。

公共的課題の解決や地域の活性化等、事業目的が達成できていたか？

事業の実施方法やスケジュールは適正だったか？

事業の発展性・継続性が認められるか？

事業に対する予算の使われ方は適正だったか？

意見・感想

実施団体名 石津御嶽登山競走

事業に対する評価 適正 工夫が必要

事業名 西濃倶楽部

改善すべき

協働に対する評価 適正 工夫が必要 改善すべき

協働にあたり、団体と市相互の特性を生かすことができていたか？

市と協働することで単独で行うよりも効果があったか？

○参加人員が限られており、年２回（春・秋）の開催を検討してみてはどうか。
○２年間実施された「石津御嶽登山」、今後、海津市の特色あるイベントになっていくのではと、期
待している。
○全国レベルの大会を目指してほしい。
○石津御嶽山という地域の財産を活用した事業であり、評価できる。


